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EMSの利用について
 EMS 機能とは救急や診療時間外など緊急時の場合、開示施設

（閲覧しにいく先）の患者ID 番号が分かれば連携患者登録が出
来る機能です。

 登録後はお互いの施設の連携患者一覧に「救急」ボタンが表示
され、お互いにEMS 登録があった事が確認できるようになって
います。

 EMS 登録があった事を開示施設が知らないうちに消えることは
ありません。



19

EMSの利用について（２）
 登録後は

「様式17 EMS機能利用報告書」

をご提出ください。

 両施設に表示される「救急」ボタンの解除は、様式17をもとにハ
ートネットホスピタル事務局が行います。（原則、自院での解除は
認めていません）

 利用医師または代理人は、EMS機能を利用して当該患者データ
を閲覧したことを先方に伝えるため、ID-Linkのノート欄にその旨
を書き込んでください。

 当該患者データを引き続き共有したい場合は、様式4患者同意
書を取得してください。
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EMSの利用について（３）

『実際の操作方法について』

 連携患者選択画面の患者ID 入力欄に

「 患者ID@ems 」

と入力し、Enter キー押下、もしくはをクリックします。
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EMSの利用について（４）

 EMS 開示施設の一覧が表示されます。情報を取得したい施設
にチェックを入れ、［実行］をクリックします。

 情報を取得したい施設の「ID-Link 上の患者登録」が「あり」の
場合のみ利用を認めています。「なし」の場合は、患者が認めて
いない方法で取得することになりますので、絶対にしないでくだ
さい。
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EMSの利用について（５）

 患者登録、アクセス権設定、最新データの取得が自動的に行わ
れ、カレンダー画面まで遷移するとデータの閲覧が可能となりま
す。
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患者向け参加カードについて
 患者さんがハートネットホスピタルに参加したことを証するもの

として、参加カードを発行しています。

 当カードは同意書取得後、医療機関に郵送しますので、患者さ
んにお渡しください。なお、情報共有施設が追加になった場合
等は、医療機関で書き直してください。

 登録患者が救急搬送された場合、受け入れ病院に当カードを
提示できれば、ＥＭＳ機能を用いて情報共有施設の診療情報
等を参照してもらえる可能性がありますので、患者さんには当
カードの携帯及び提示を心掛けるようお伝えください。


